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「縄文時代における日本の丸木舟について」 

吉田 風太 

 日本では古来より、船を用いた交通や運輸、漁業などがお

こなわれてきた。しかし丸木舟に関する研究は考古学の分野

においてはあまり活発で 真次氏の平面形に基づ

た形式分類や、清水潤三氏による平面形と横断面のとの組

み合わせ 態

のみに注目しており、使用された環境は考慮されて

ギが最も多く用いられており、

そ

はない。西村

い

による年代比定などがあるが、これらの研究は形

いない。

しかし、外水面と内水面では水面の状況が大きく異なってお

り、自然環境が形態に大きな影響を与えたと推察される。従

って、丸木舟の形態が使用された環境によってどのような違

いを示すのかをみていく。 
型式と年代の関係について、時代ごとに特徴的に用いられ

た形式は見出せず、丸木舟の型式は時代に沿って変化してい

ったものではないと考えられる。型式と使用された環境につ

いては、先行研究で述べられている「海洋型」と「河川型」

といった明確な使い分けは見られず、関連性は少ないと思わ

れる。丸木舟の用材には、ス

の次にカヤ、ムクノキ、クリなどが用いられている。樹種

選択には木材の入手し易さ、加工し易さ、樹形、丸木舟を加

工するに十分な大木であることが関係していたと考えられる。

従って、丸木舟の型式の違いは時代・使用環境共に明確な傾

向は捉えられなかったものの、a 型式が海岸付近、湖沼付近
で多く用いられており、b 型式は主に湖沼付近を中心に発達
していったと考えられる。 
 

鳥浜貝塚出土 1号舟 

 

「中国海南島におけるイスラム墳墓の墓碑について」 

林 宗偉 

唐代以後、海上交貿が盛んになるに従い、海南島は海のシ

ルクロードの要衝となっていた。当時海南島は中国からの海

のシルクロード最前哨である。 

本稿ではまず、海南島の地理的条件及びイスラム古墳群に

対して簡単に説明を スラム古墓群につ

て、墳墓の構造、人骨出土の状態、出土された墓碑の形・

材質

墓碑頂点部形状に着目し、その形態的特徴の分析によ

克

を

   広州市回族墓地の墓碑            

 

◆ 発表参加募集 
 学文学部において平成16年度金大考

。研究発表、発掘現場からの報告、

など、お話いただける方は考古学研

い。懇親会等々都合もありますので、

考古学講座開設30周年記念会となりますので、遠方の方も
ひご参加ください。 

います。 

する。次に、海南島イ

い

・文様及びその構成法を説明する。特に墓構造の特徴や

り、王 

栄氏とは異なる形式分類を設定した。また、装飾文様につ

いても様々な角度で分析を行い、更に、東南沿海地域のイス

ラム墳墓との比較検討

行った。その結果、

古墓の構造と墓碑全体

の形状、文様の装飾、

円文と枠などの問題を

まとめて考慮し、相違

点が多い為、墓碑の違

いは地域の差異だけで

はなく、系統的に全く

関連がないと考えられ

る。          

 
平成16年度考古学大会
2004年6月12日、金沢大
古学大会を開催します

資料紹介、最近の仕事

究室まで御連絡くださ

出席される方は事前に御連絡願います。今年度大会は金大

ぜ

◆考古学研究室ホームページを開設して

http://web.kanazawa-u.ac.jp/^arch/top.htm 
金大考古も掲載しています。 
卒業生名簿を整理しています。 
考古学研究室まで住所・勤務先の変更、E-mailアドレス等をお
知らせ下さい。 
刊行にあたり、学部4年の相京和茂が編集しました。 

◆

◆
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